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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

２
２
春
闘
は
、
日
本
郵
政

グ
ル
ー
プ
が
黒
字
の
通
期
業

績
予
想
を
す
る
中
で
の
交
渉

で
し
た
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
会
社
は
、

『
厳
し
い
経
営
環
境
、「
足
元

も
お
ぼ
つ
か
な
い
」「
将
来
展

望
も
見
通
せ
な
い
」
危
険
な

経
営
状
況
と
言
い
続
け
』、

「
７
年
連
続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
」、

「
年
間
一
時
金
４
．
３ 

月
」

「
均
等
待
遇
要
求
に
応
え
な

い
」
な
ど
、
社
員
の
期
待
を

大
き
く
裏
切
る
も
の
で
し
た
。 

会
社
か
ら
「
２
年
以
上
に

も
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
社
員

に
報
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
う
し
た
考
え
方
を

持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
そ
賃
金

引
上
げ
で
社
員
の
奮
闘
に
応

え
る
必
要
が
あ
っ
た
は
ず
で

す
。 

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
経

営
状
況
は
、
２
０
１
８
年
か

ら
２
０
２
１
年
の
グ
ル
ー
プ

連
結
の
３
月
期
決
算
は
、
黒

字
経
営
で
あ
り
、
２
０
２
２

年
３
月
期
通
期
業
績
予
想
で

も
黒
字
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
株
主
に
対
し
て
も
配

当
予
想
を
修
正
す
る
こ
と
な

く
事
業
運
営
さ
れ
て
お
り
、

非
常
に
優
良
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
将
来
的
に
厳
し
く
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
」
か
ら

ベ
ア
要
求
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
言
い
ま
す
が
、

働
く
社
員
に
ベ
ア
や
年
間
一

時
金
に
応
え
て
こ
そ
、
安
定

的
な
経
営
の
維
持
と
安
定
的

な
労
働
力
確
保
に
つ
な
が
る

の
で
あ
り
、
正
規
・
非
正
規

社
員
す
べ
て
に
対
し
ベ
ア
と

い
う
形
で
の
賃
上
げ
回
答
を

得
た
か
っ
た
。
極
め
て
遺
憾

な
春
闘
対
応
だ
っ
た
と
思
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

今
回
の
交
渉
の
中
で
ユ
ニ

オ
ン
は
、
地
域
基
幹
職
と
同

様
の
仕
事
を
し
な
が
ら
劣
悪

な
状
況
に
あ
る
「
非
正
規
社

員
及
び
一
般
職
」
の
処
遇
改

善
。「
要
員
不
足
解
消
・
大
幅

増
員
」
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。 

長
時
間
労
働
の
是
正
は
要

員
確
保
が
先
決
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
大
幅
に
増
員
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
社
員
の
切
実
な
願
い
を
あ

ざ
笑
う
か
の
よ
う
に
、
会
社

は
新
卒
採
用
や
中
途
採
用
を

減
ら
し
て
い
ま
す
。
日
本
郵

便
の
社
員
数
は
減
少
す
る
一

方
で
す
（
表
参
照
、
春
闘
回

答
、
検
査
院
・
日
本
郵
政
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。 

例
え
ば
総
社
員
数
は
、
２

０
１
６
年
３
月
末
と
２
０
２

０
年
３
月
末
を
比
べ
る
と
１

５
，
４
７
０
人
減
少
し
て
い

ま
す
。
特
に
非
正
規
社
員
は

１
５
，
０
７
０
人
も
減
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
正
社
員
も
正

社
員
登
用
に
加
え
、
新
卒
採

用
を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
４
０
０
人
減
少
し
て

い
ま
す
。 

正
社
員
登
用
に
関
し
て
は

毎
年
、
約
１
万
人
近
く
の
非

正
規
社
員
が
登
用
試
験
を
受

け
、
約
３
千
人
が
正
社
員
登

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
営
化

以
降
約
４
万
５
千
人
が
登
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
社
員

を
希
望
す
る
非
正
規
社
員
の

期
待
に
沿
う
も
の
に
は
な
っ

て
い
な
い
と
考
え
ま
す
。 

不
合
格
と
な
っ
た
社
員
へ

の
配
慮
を
も
っ
と
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
正
社
員

化
を
実
現
さ
せ
て
い
く
と
と

も
に
、 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
が
掲

げ
た
「
３
年
で
ア
ソ
シ
エ
イ

ト
社
員
、
そ
の
後
２
年
で
希

望
す
る
全
社
員
の
正
社
員
登

用
」
へ
の
検
討
を
強
く
求
め

ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．4238 

`22 年4月1日（金） 

℡･Fax 095-828-1953 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

日本郵便（株）の従業員数・非正規社員比率  

  2016年3月末 2018年3月末 2020年3月末 

正社員数 195,242 192,889 194,842 

非正規社員数 193,329 191,853 178,259 

非正規社員比率 49.8 49.9 47.8 

新卒採用者数 4,815 3,790 3,768 

中途採用数 590 1,085        83 

非正規社員数は、各年度３月期の雇用実績であり、あたま数の人数 

日本郵便の正社員登用数及び新卒採用数（2019年度～22年度（予定）） 

  2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 

登用数 3,612 3,302 2,756 3,000程度 

新卒採用数 4,014 3,768 1,392 1,150程度 

 

2022春闘 ８時間働けば暮らせる社会を実現していくための要求 

（非正規社員及び一般職関係要求項目の抜粋） 

 

・短時間社員・短時間勤務社員・月給制契約社員の賃金23,000円の引

き上げ 

・時給制契約社員の基本給を全国一律制とし、時給を1,500円以上にす

ること  

・年間一時金を、月給制契約社員は4.4 月、時給制契約社員は平均賃金

の4.4 月とすること  

・希望する非正規社員すべての正社員化と、公平・公正な選考方式に見

直すこと  

・一般職の基本給を抜本的に改善すること 

・一般職から地域基幹職への転換要件の緩和  


